
「
高
声
念
仏
」
に

つ
い
て

(
金

子
)

「高

声

念
仏

」
に

つ

い
て

金

子

寛

哉

浄
土
教
に
お
け
る
高
声
念
仏
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
幾
つ
か
の

書
物
及

び
辞
典
等
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
今
最
近
に
お
け
る
そ
の
主
な

物
を
示
す
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

(1
)『仏

教
大
辞
彙
』

一
二
〇
〇
-

一
二
〇
〇

一
頁
 

大
正
五
年
刊

(2
)『
望

月
仏
教
大
辞
典
』

一
〇
六
二
頁
 

昭
和
八
年
刊

(3
)望
月
信
亨
著

『
中
国
浄
土
教
理
史
』
三
三
八
-
九
頁
 

〃
十
七
年
刊

(4
)塚
本
善
隆
著

『唐
中
期
の
浄
土
教
』
二
四
〇

・
二
六

一
-
五
頁

(5
)関
口
真
大
著

『達
磨
大
師
の
研
究
』
二
九
五
-
三
〇
〇
頁

(6
)大
谷
旭
雄
稿

「永
観
に
お
け
る
浄
土
教
思
想
形
成
の

一
面
」
(
日
本
仏

教
第
二
六
号
収
)
三
三
頁
 
昭
和
四
二
年
刊

(7
)服
部
英
淳
著

『
浄
土
教
思
想
論
』

一
八
二
頁

 
昭
和
四
九
年
刊

圖
恵
谷
隆
戒
編

『
新
浄
土
宗
辞
典
』
二

一
三
頁
 

〃

働

『
浄
土
宗
大
辞
典
』
第

一
巻
、
四
〇
六
頁
 

〃

等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
外
に
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
今
は
私
の
参
照
し

得
た
も

の
を
ほ
ぼ
そ
の
刊
行
年
時
の
順
に
並

べ
て
見
た
。
こ
れ
等

の
文

献
に
説
く
所
に
よ
つ
て
高
声
念
仏
の
源
流
、
流
伝
、

そ
の
思
想
的
な
変

遷
、
分
済
等
に
つ
い
て
は
お
よ
そ
理
解
出
来
る
。
勿
論
、

こ
れ
等
の
点

に
つ
い
て
も
ま
だ
検
討
を
要
す
る
問
題
は
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
他
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
今
回
こ
の

テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
た

の
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
文
献
中
の

幾

つ
か
に
よ
る
と

『
業
報
差
別
経
』
の
説
と
し
て
、
高
声
念
仏
す
れ
ば

十
種
類

の
功
徳
利
益
が
得
ら
れ
る
と
説
く
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
少

し
く
検
討
し
て
見
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

前
述
し
た
文
献

((1
)
-
(
9
)
)

に
よ
つ
て
高
声
念
仏

の
十
種
功
徳
を
整
理

し
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(イ
)慈
恩
 

(
ロ
)
法
照
 

の
撤
燈
本

「
阿
弥
陀
経
通
賛
」

「
五
会
念
仏
諦
経
観
行
儀
」

「達
摩
禅
師
観
門
」

一
能
排
睡
眠
 

第

一
能
排
除
睡
障
 

一
者
不
聞
悪
声

二
天
魔
驚
怖
 

第
二
動
振
天
魔
界
 

二
者
念
仏
不
散

三
声
遍
十
方
 

第
三
声
遍
十
方
界
 

三
者
排
去
睡
眠

四
三
塗
息
苦
 

第
四
三
途
幽
苦
息
 

四
者
勇
猛
精
進

五
外
声
不
入
 

第
五
無
令
外
声
入
 

五
者
諸
天
歓
喜
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六
心
不
散
乱
 

第
六
妄
念
心
無
散
 

六
者
魔
軍
怖
畏

七
勇
猛
精
進
 

第
七
勇
猛
勤
精
進
 

七
者
声
振
十
方

八
諸
仏
歓
喜
 

第
八
諸
仏
皆
歓
喜
 

八
者
三
途
息
苦

九
三
昧
現
前
 

第
九
能
入
深
三
昧
 

九
者
三
昧
現
前

十
往
生
浄
土
 

第
十
臨
終
浄
国
蓮
華
座
 

十
者
往
生
浄
土

(浄
全
五
・
六
 

(正
・
八
五
・
一
二
五
 

(正
八
五
・
一
二

〇
三
頁

・
下
)
 

九
頁

・
c
)
 

七
〇
頁
・
c
)

(ニ
)延
寿
 

(
ホ
)
守
倫
 

(
へ
)
永
観
 

(下
)良
栄

「
万
善
同
帰
集
」

「妙
経
科
註
」

「往
生
拾
因
」
「
法
事
讃
私
記
見
聞
」

一
能
排
睡
眠
 

一
能
排
眠
 

一
能
遣
睡
眠

一
能
遣
睡
眠

二
天
魔
驚
怖
 

二
天
魔
怖
催
 

二
天
魔
驚
怖

二
天
魔
驚
怖

三
声
偏
十
方
 

三
声
偏
十
方
 

三
声
偏
十
方

三
声
遍
十
方

四
三
塗
息
苦
 

四
三
塗
息
苦
 

四
三
塗
息
苦

四
息
三
塗
苦

五
外
声
不
入
 

五
外
声
不
入
 

五
外
声
不
入

五
外
声
不
入
耳

六
令
心
不
散
 

六
令
心
不
散
 

六
令
心
不
散

六
令
心
不
散

七
勇
猛
精
進
 

七
勇
猛
精
進
 

七
勇
猛
精
進

七
勇
猛
精
進

八
諸
仏
歓
喜
 

八
諸
仏
歓
喜
 

八
諸
仏
歓
喜

八
三
昧
現
前

九
三
昧
現
前
 

九
三
昧
現
前
 

九
三
昧
現
前

九
諸
仏
歓
喜

十
生
於
浄
土
 

十
生
於
浄
土
 

十
定
生
浄
土

十
定
生
浄
土

(浄
全
六

・
七
 

(卍
台
湾
四
八
・
(浄
全
十
五
・
三
 
(浄
全
四
・
六

六
三
頁

・
下
)
 

一
八
三
頁
)
 

八
五
頁
・
下
)
 

二
八
頁

・
下
)

今
右
忙
示
し
た
中
の
(イ
)(
ロ
)
(ニ
)
(
ヘ
)

(ト
)に
つ
い
て
は
、
最
初
に
示
し
た
参

考
文
献
の
(
1
)
(
2
)
(
3
)
(
4
)

及
び
そ
れ
を
受
け
た
(
6
)
(
7
)
(
8
)

に
お
い
て
既
に
早
く

よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
の
に

つ
い
て
は
関
口
氏
の
著

『
達
磨
大
師
の

研
究
』
(
5
)
に
よ
つ
て
、
撤
煙
文
書
中
よ
り
見
出
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
、
(
9
)の

『
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
は
こ
れ
も
勘
案
し
な
が
ら
述

べ
て
い

る
。
し
か
し
(
ホ
)
に
つ
い
て
は
先
に
示
し
た
(
1
)
よ
り
(
9
)
ま
で
の
文
献
に
関

す
る
限
り
で
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
よ
う
に
思
う
。

私
が
こ
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
は
じ
め
て
か
ら
気
づ
い
た
中
に
、
徳
川

時
代
の
延
宝
八
年

(
一
六
八
〇
)
に
背
東
比
丘
任
生
の
著
わ

し
た

『
高

声
念
仏
十
徳
纂
註
』
(貞
享
二
年
刊
・
正
大
図
書
館
)
、及
び

『
高
声
念
仏

十
徳
砂
随
筆
』
(写
本
・
龍
大
)
の
二
書
の
あ
る
こ
と
を
知

つ
た
。
後
者

は
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
が
、
前
者
は
そ

の
巻
末
に

入
椿
大
小
十
六
葉
、
干
時
元
禄
十
丁
丑
天

季
春
中
旬
 
於
三
縁
山
書
之
畢
 
亮
斉
花
押

と
署
名
さ
れ
た
丹
念
な
書
き
込
み
本
で
あ
る
。

こ
の
書
に
よ
る
と
、

ル
ニ

ノ
 

ノ
 

ノ

然

恩
大
師
小
経
通
賛
、
覚
禅
師
万
善
同
帰
、
倫
法
師
妙
経
科
註
、
観
律
師

ニ

テ
 

ノ

ヲ

ク

ム
 

ノ

ヲ

往
生
十
因
等
並
引
二業
報
差
別
経
十
利
一同
勧
二嘉
名
高
音
声
一
路
一
(
二
丁
)

と
あ
る
。
こ
の
中

の
恩
大
師
は
先
に
示
し
た
(イ
)
、覚
禅
師
は
(
ニ
)
、
観
律

ノ

師
が
(
ヘ
)
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
所

で
残

つ
た

「倫
法
師
妙

ノ経
科
註
」

の
部
分
を
見
る
と
、
そ
の
書
込
に

「
倫
法
師
、
妙
科
註

一
上

ノ
 

ノ

序
、
妙
経
科
註
十
巻
文
也
、
出
二今

一
之
下
五
一+
六
丁
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
『仏
書
解
説
』
(十
、
二
十
八
頁
)
に
よ
る
と
、

妙
法
蓮
華
経
科
註
 
十
巻

(或
は
八
巻
)

(別
名
、
法
華
経
科
註
、
科
註
妙
法
蓮
華
経
、
倫
註
)
宋
守
倫
撰
、
明
法
済

「
高
声
念

仏
」

に

つ
い
て

(
金

子
)
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「
高
声
念
仏
」

に

つ
い
て

(
金

子
)

考
訂
、
延
宝
八
年
刊

(卍
続
・
一
・
四
八
・
二
-
四
)
。

と
な

つ
て
い
る
。
こ
れ
を
便
り
に
原
文
を
見
る
と
、
現
行
本
で
は
第

一

巻
で
は
な
く
第
二
巻
に
入
っ
て
い
る
。
従

つ
て
纂
註
の
書
込
の
作
者
亮

斉
が
見
た
の
は
現
行
本
で
は
な
く
、
恐
ら
く
八
巻
本
で
あ

つ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
妙
経
科
註
の
著
者
守
倫
の
伝
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
が
、

し
か
し
宋
代
の
人
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。

所
で
、

こ
の
高
声
念
仏
十
種
功
徳
を
説
く
依
り
所
と
さ
れ
る

『
業
報

差
別
経
』

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
最
初
に
示
し
た
文
献
の
(
4
)
(
5
)
(
6
)

に
於

て
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
存
す
る

『
仏
為
首
迦
長
者
説

業
報
差
別
経
』

一
巻

(階
法
智
訳
、
正
・
一
・
八
九

一
-
五
頁
)
に
は
、
念

仏
の
十
種
功
徳
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
前
述
し
た

『
高
声
念
仏
十
徳
纂
註
』
に
は
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、

テ

ル

ニ
 

ノ

ヲ
 

ク
 

ノ

ト

謹

尋
二
高
声

念
仏
十
徳

当
諸
師
同
言

二業

報

差

別

経
所
説

一也

…
…
予

一
日
偶

ル
ニ
 
ノ
 

ヲ
 

ノ
 

ク
 

ヒ
 

シ
 

メ
 

ク
ハ
 

ノ
 

カ

考

一二

蔵
本

一無
二
十
種
文

一…
…
庸

愚
易
レ
迷
有
無
難
レ
明
、

恐

蔵
本
脱
文
乎
、

ノ
 

テ
モ
 

ニ
 

テ
 
リ
ト
 

ノ
 

ニ
 
ク
 

フ
 

ヲ
 

ツ
 

ノ
 

カ

雲
棲
日
於
二蔵
本
一反
有
二参
差
処
一更
須
レ検
二異
本

具
又
別
生
経
文
欺
、

と
述

べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
の
十
種
功
徳
が

『
業
報

差
別
経
』

に
な
い
こ
と
は
、
既
に
こ
の
時
点
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
解
る
。
そ
れ
で
は
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る

『業
報
差
別
経
』

の
念
仏
十
種
功
徳
は

一
体
ど
の
よ
う
に
考
え
る

べ
き
な

の
で
あ
ろ
う

か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
今
こ
こ
で
考
え
得
る
の
は
次
の
二

つ
の
方
向
で

あ
る
。
即
ち
、
第

一
は

『
纂
註
』
を
代
表
と
す
る
説
で
、
現
存
は
し
な

い
が
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
他
の

『
業
報
差
別
経
』
が
あ
つ
た
の
で
は

な
い
か
と
言
う
推
測
で
あ
る
。
第
二
は

『
業
報
差
別
経
』
に
仮
託
し
て

当
時

一
般
に
言
い
慣
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
は

な
い
か
と
言
う
憶
測
で
あ
る
。

 
こ
の
中
、
第

一
は
現
在

の
所
そ
れ
に
相
当
す
る
他
の
経
典
で
も
発
見

さ
れ
な
い
限
り
事
態
は
進
展
し
な
い
の
で
、

一
応
可
能
性
と
し
て
お
い

て
置
く
。
次
に
第
二
の
方
向
で
今
少
し
論
を
進
め
て
見
た
い
と
思
う
。

こ
こ
で
今

一
度
先
に
述

べ
た
十
種
功
徳
を
説
く
(イ
)
-(ト
)の
表
に
も
ど

つ
て
見
た
い
と
思
う
。

こ
の
中
の
(
イ
)
に
は
著
作
者
に
関
す
る
問
題
が
あ

る
の
で
、 
一
応
お
き
、
回
の

の
二
つ
は
唐
代
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

(ニ
)(ホ
)の
二
つ
は
宋
代

の
も
の
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ

る
の
は
、
(
ロ
)
(パ
)は
十
種

の
功
徳

の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
順
序

に
不
統

一
な
面
が
見
ら
れ
、
ま
た

一
方
は

「高
声
」
と
言
い
、
他
方
は

「大
声
」
と
言
う
。
更
に
各
項

の
表
現
に
も
そ
れ
ぞ
れ
異
り
が
見
ら
れ
、

尚
か
つ
、
こ
の
二
つ
で
は
ま
だ

『
業
報
差
別
経
』
に
云
く
、
と
言
う
文

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
見
ら
れ
る
最
初
の
も
の
は
宋
代

延
寿

の

『
万
善
同
帰
集
』
の
文
で
あ

つ
て
、
そ
れ
以
後
の
も
の
は
全
て

こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

つ
て
、
十
種
功
徳
の
意
味
内
容

は
同

一
で
あ

つ
て
も
、
唐
代
に
は

『
業
報
差
別
経
』
に
よ
る
と
は
言
わ

れ
な
い
で
、
宋
代
に
到

つ
て
は
じ
め
て
こ
れ
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

つ

た
、
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

所
で
、
こ
の

『
業
報
差
別
経
』
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
経
典
な

の
で
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あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
経
典

の
内
客
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
見
よ
う
。

こ
の
経
は
そ
の
最
初
に

「
善
悪
の
業
に
よ
る
報
い
の
差
別
を
説
く
」
も

の
で
あ
る
と
あ

つ
て
、
種

々
の
業
行
を
あ
げ
、
そ
れ
に
対
す
る
報
い
に

も
ま
た
種

々
の
差
別
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
こ
の
中
で
今

の
問
題
に
関

連
し
て
注
意
を
引
く
の
は
、
種

々
の
業
に
よ
つ
て
得
る
報
い
の
中
に
、

十
種
の
功
徳
と
し
て
説
か
れ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
「
若

し
衆
生
有
り
て
」
(
1
)
礼
仏
塔
廟
、
(
2
)
奉
施
宝
蓋
、
(
3
)
奉
施
細
幡
、
(
4
)
奉

施
鐘
鈴
、
(
5
)
奉
施
依
服
、
(
6
)
奉
施
器
皿
、
(
7
)
奉
施
飲
食
、
(
8
)
奉
施
靴
履
、

(
9
)
奉
施
香
華
、
(
1
0
)

奉
施
燈
明
、
(
1
1
)

恭
敬
合
掌
、
等
の
行
な
い
を
す
れ
ば
、

(2
)

そ
れ
ぞ
れ

「
十
種

の
功
徳
を
得
る
」
と
し
、
こ
れ
ら
の
十

一
種
の
功
徳

行
に
つ
い
て
は
遂

一
細
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
十
種
の

利
益
の
中
に

「命
終
生
天
」
「速
証
浬
盤
」
等
が
多
く
共
通

し
て
見
ら

れ
る
。

こ
れ
は
、
今
の

「
高
声
念
仏
十
種
功
徳
」
の
「十
、

生
於
浄
土
」

と
関
連
し
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
そ
れ
程

の
必
然
性
は
見
ら
れ
な
い
。

た
だ

一
致
す
る
の
は
そ
の
功
徳
の
数
を
十
種
と
す
る
点
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
今

一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は

『
業
報
差
別
経
』

の
異
訳
と
思
わ
れ
る

『
分
別
善
悪
報
応
経
』
二
巻
で
あ
る
。

こ
の
経
に

於
て
も
今
と
同
じ
功
徳
利
益
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
念
仏
の
十
種

功
徳
そ
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
注
意
を
引
く
の
は
種
々
の
行
に

対
す
る
功
徳
と
し
て
数
え
ら
れ
る
中
に
今
の
高
声
念
仏
の
十
種
功
徳
と

類
似
す
る
も
の
が
幾

つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
そ
れ
ら
の
主
な

も
の
を
示
す
と
、

○
人
天
歓
喜

へ如
来
合
掌
礼
拝
)
○
声
誉
遽
布

(施
塗
香
供
養
如
来
之
塔
)

○
命
終
生
天

(如
来
合
掌
礼
拝
)
○
禅
定
成
就

(比
丘
在
林
野
中
寂
静
而
居
)

○
心
不
散
乱

(如
来
塔
布
施
傘
蓋
)
○
遠
離
三
塗

(如
来
塔
布
施
傘
蓋
)

○
往
生
十
方
浄
土
見
仏

(如
来
塔
施
花
供
養
)

等
で
あ
る
。
行
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
功
徳
と
し
て

数
え
ら
れ
る
徳
目
の
中
に
は
今
見
た
如
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
高
声
、
若
し
く
は
大
声

の
十
種
の
功
徳
と
し
て
数
え
て
い
る
も

の
は
見
出
さ
れ
な
い
。

以
上
、
幾
つ
か
の
方
向
か
ら

の
検
討
の
結
果
、
今
こ
こ
で
暫
定
的
な

推
論
と
し
て
ま
と
め
て
見
る
と
、
唐
代
の
善
導

の
礼
讃
、
懐
感
の

『
群

疑
論
』
の
念
仏
三
昧
説
等
を
経
て
、
慈
懸
、
法
照
あ
た
り
ま
で
に
次
第

に
盛
ん
と
な

つ
た
称
名
念
仏
行
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
『
業
報
差

別

経
』
の
十
種
功
徳

の
説
に
な
ら

つ
て
、
唐
末
期
頃
に
誰
か
が
ま
と
め
て

示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
疑
似
経
の
線
で
は
今
後

も
検
討
を
進
め
て
行
き
度
い
と
考
え
て
い
る
。

1

『
達
摩
禅
師
観
門
』
の
文
は
、
正
蔵
に
収
載
す
る
の
は
ス
タ
イ
ン
本
の

二
五
八
三
番
で
あ
る
。
こ
の
他
に
ス
タ
イ
ン
本
の
二
六
六
九
号
に
は

「大

声
念
仏
得
十
種
功
徳
」
と
あ
り
、
前
者
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
尚
日
本

の
も
の
で
十
種
功
徳
を
述
べ
る
の
は
上
記
の
外
に
懐
音
の

『諸
家
念
仏

集
』
巻
三

(浄
全
十
五
・
六
五
一
-
二
頁
)
も
あ
る
。

2
 
正
蔵
一
・
八
九

一
頁
c
。

「
高
声
念
仏
」

に
つ
い
て

(
金

子
)

-221-


